
ほ場整備区域 

広渕沼地区 698ｈａ 

①1.4％ 

②8.3%（H22）⇒66.1%（H31） 

鹿又地区 585ｈａ 

①1.6% 

②0％（H22）⇒65.1%（H31） 

真野大谷地地区 160ｈａ 

①85.8% 

②69.6%（H22）（目標達成済み） 

二俣南地区 計画中 

三輪田地区 113ｈａ 

①52.3% 

②45.0％（H22）⇒64.0 ％（H27） 

河南４期地区 105ｈａ 

①63.5% 

②54.9%（H22）⇒67.5%（H28） 

飯野川地区 322ｈａ 

①81.7％ 

②47.9％（H22）⇒61.2%（H28） 

大川地区 413ｈａ 

①79.2% 

②49.9%（H22）⇒61.9%（H28） 

北上地区 294ｈａ 

①56.9% 

②56.9%（H22）⇒61.5%（H28） 

新蛇田地区 46.5ｈａ 施設園芸拡大ゾーン 

 （須江地区120ｈａ） 

施設園芸振興ゾーン 

 （釜地区） 

集落跡地整備 

 （大川地区 10ｈａ） 

（北上地区 10ｈａ） 

乾燥調整貯蔵施設整備 

○地域農業者が共同して利用できるライスセンターを整備 

○農地集積を図るインセンティブの付与 

○農業経営の効率化、米の品質向上や多様な消費者ニーズに対応 

農地集積推進ゾーン 

石巻市農業関連施策構想図 

（石巻市・宮城県復興整備計画様式第８参考資料） 

○農地確保 

・大川、北上、飯野川、真野大谷地、三輪田の５地区は、農地復旧事業と併せてほ場整備を

継続し、優良農地の拡大及び確保を図る。 
 

・鹿又、広渕沼、河南４期地区のほ場整備を継続し、優良農地を確保する。 
 

○農地利用 

・水稲を中心とした作付を行っていた沿岸部、内陸部の農地については、引き続き水稲を中心とし、大区

画ほ場整備や農地の利用集積を図る（図中の①は事業費ベース進捗率（H22年度末）、②は目標農地集

積率）。 
 

・施設園芸を行っていた沿岸部農地（釜地区など）については、引き続き施設園芸を中心とした高付加価

値型農業を振興し、内陸部農地（須江地区）に施設園芸の拡大のほか、食料供給施設や六次産業化の

推進等に資する直販施設や加工施設を整備する。 
 

・大川、北上地区の農業集落跡地は、農地として活用可能なエリアについては、農地整備を行い、農地と

しての活用が難しいエリアについては、通勤型農業に対応するための共同利用施設等の整備を行う。 


